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大学教授となったが、その在職中1963年逝った。

彼に比べると東ケ崎時代業務局長をした村田五郎は、 2世出身であるが、なかなかの実

務家であった。

村田は昭和 5年加州ホイッテャ大学の政治経済学部を卒業、ロスアンゼルス日米新聞社

に入って英文部編集長となり、翌年同社解散のため朝 日新聞ロスアンゼルス支局に勤務し

たが昭和 6年、加州毎日新聞が創刊されたのでその英文部編集長なり、昭和 8年 日本に来

て同10年月から本社の人となった。編集人として芝均平と併称されたが、商才があつて、

業務局長に転した後は、終戦後の英語ブームに乗って目覚ましい働きを見せたが、昭和28

年タイムズの取締役を辞任し、後病にたおれた。

その他 ジャノヾン タイムズにおいては戦後のある一時期には優秀な2世 または準 2世が

編集、営業両面にわたって、ひしょうな活躍をみせた。編集局長になった芝均平、次の編

集局長小板橋義胤 (日本生れだが 5才の時からアメリカ育ち)、 後述する小川優、 東内良
雄等はみな2世出身の俊秀であつた。したがって終戦直後からタイムズには 2世出身者の

活躍が目立ち、司令部方面から当時好意を持たれた一因をなしたものと見られる。これら

の2世は終戦と共に、はしめて軍に従って日本に来た人々と異なり、日本に居住 し、 日本
の事情をよく知 り、 しかもなおアメリカ人同様に語学に堪能な人々であったから戦後の混
乱期から安定期において最も有用な働きをすることができた。

24 社員株主制度ヘ
ー

本社は芦田社長時代に、匿名組合から株式会社に改められ、毎年2月 1日 から翌年 1月

31日 にいたる1年を以て営業年度とし、この制度は今日なおつづいているが、株主関係に

ついては増資を別としても、大きな変化があった_

芦田社長時代、例えば昭和13年 8月 第 1回の増資を行った後の昭和14年 1月 31日 現在株

主は総数42名、 7万株であって、大株主としては芦田均、郷敏等社内重役の外に、伊東米

治郎、米山梅吉、門野重九郎、原邦造、井坂孝、稲畑勝太郎といった財界の名士も株主に

名を連ねている。

しかるに日本の戦時体制に応した日本新聞会成立後、同会統制規程第 4条「新聞社の株

式は、役員及従業員において全額を保有すべきこと」とあるに基き社外株の整理を要する

こととなり、郷社長時代、昭和17年以来社外株主に交渉したところ、ひじような犠牲を払

って持株の議渡に同意を与えた。これらの株主は本社創立以来、報いを求めず、多年にわ
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たって社業を援助されてきた人々である。

いまその人々の芳名を掲げれば、

伊<米治郎、稲衛勝太郎、井坂孝、原1升造、光永真三 (日 本電報通信社)、 穂積重威、

夏≦一郎、失狛平三郎、言多重九郎、ど霧孝平、来缶悔吉、ビ各鉄輔、田中寿―、≠集元

貞、根)縫:嘉―郎、栗林徳― (南洋興発株式会社)、 成瀬達、黒メ:三次、 山|十太郎、 ビ条条

太郎、い各良夫、俣野健輔、松本健次郎、
｀
イ本重治、誕L愛一郎、小島兼太郎、ノlML厚之

助、ぶ森順―郎、渤井緒重、ギ衝四郎、声田均、浅)≦平蔵、ど

`信

太郎、詳隷斉、だ■田

二郎、正男松太郎、芝築太郎、ギ生鋏二郎、毛乳八十太郎、製各義行、千田勘兵衛、岩基
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保、岡村重賀、小野俊一、鹿島守之助、芝東吾、古野伊之助 (社団法人同盟通信社)の諸

氏であって47人、574株に達 し昭和18年末をもって全社外株の整理を完了した。

かくて昭和19年 1月 31日 現在の株主は郷敏、伊藤正徳、稲原勝治、川村彰一、黒官辰治

天城篤治、最上運―郎等 7名で、全部社内役員ばかりとなった。 (株数 2千株)メロ

終戦後、全株は役員のみならず、勤続年限が一定に達した社員に開放され、その後の増

資によって、社員の持株も増加し、 昭和28年 1月 31日 の株主名簿には、198名 の株主が記

載されている。これは全部社員で、総株数は旧株2,000株、 新株5,αЮ株、 総計7,∞0株で

ある。 1株は∞0円 で全額払込である。 その後社員間の当
‐
社株の売買は取締役会の承認を

得でることを条件として自由となった。昭和31年 1月 末現在株主は1"名、28,∞0株 とな

っている。その後資格社員の増加に伴ない、社員株主の数は若千増加している。

昭和32年 4月 15日株式譲渡制限の規定を変更登記 し、現在は、若干の社外株主を加える

こととなったが、株の大部分 :ま役員および社員が保有し、社外からの制約を受けることな

く、言論の自由を発揮し、社員が社業に参加し、その利益もまた社員が享ける立前 |こなっ

ている。

25 占領から独立ヘー 戦後 iO年

戦後わが国の英字新聞界が史上未曾有の活況を見せるに至ったのは正しく時勢の反映で

あるが、それは終戦と同時に来たのではなく、独立と経済の依復に連れて漸次到来したも

のであった。

昭和20年の終戦直後、総司令部からの申入によって日本タイムス社では進駐軍の機関紙

スターズ アンドストライプス The Stars&Stripesの組版に協力することとなり、こ

のことはスターズが麻布に新社屋を作って機械を据付、移転するまで7年余にわたって続
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